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海外留学の素晴らしさ

東北大学農学部長

1998掌1lhri甘 境 社 、東 i族 年 には64の 出か ら798をの言■ 生が i.寧 してぉ り、その筆 の為 70%が

大学院生です。農学部 には 14の国か ら48名の留学生が在学 してい ます.皆 さんは、遠 く故 国 を離 れてホ

ー ム シ ックにな った り、言 葉 が うま く通 じない 、経 i斉的 に苦 しい、街 なかで′し、ない一部 の 人達 か ら
,“→t  =7,よ             "ヽ 力'い0いうが( t`,な ,́ ' ,   ■(■,た    あ    おt        tん ■t  (
不愉 快 な振 舞 い を され る な ど、 海外 留 学 に伴 う辛 い経 験 もお 有 りと思 い ます が 、仙 台 に暮 ら し、

東北 大学 に学ぶ こ との プラスの面 を前 向 きに考 えて、勉 強、研究 の成果 をあげ、多 くの友 人をつ くり、

楽 しい思い出 となる留学生活 を送 つて下 さるよう願 ってい ます。

私 自身は学生 として留学の経験 はあ りませ んが、大学 院 を出てか ら、ポス トドク トラル フェローや リ

サーチアツシエー トとしてアメリカ とイギ リスで合.l10年間 を過 ご しま した。その間、学部や大学院の

学生 として留学 してい る 日本 人に何 人 も会い ま したが 、私 との決定 的 な違 いは彼 らが英語 の理解力 や

会話の面ではるか に優れていることで した。講義 を聴 き、 レポー トを書 き、デ イスカ ッシ ョンをす るこ

とを毎 日の大学生活の中ではぼ強制的 にに強い られているためだ と思い ます。その結 果、彼 らには多 く

の競坂が

'i莱
、■■にもど券バ考えを∵券1こ逃べられることで、L矯がぅまれ、ど赤自身をlJlttiうなレ

ベルで評価 出来 るようにな り、自分の 目指す 日標 も1月確 になるのだ と思い ます。

私の研究室か らも入学院 を出て、海外 の研究室で活躍 している人たちがい ますが 、皆 、 日本 に居 る時

よ り素晴 ら しい研究 を してい ます。 日本の研究環境や指導 者の実力がそんなに劣 っている とは思 わない

のですが、海外で牛活す る気持 ちの高揚が、その人の研究意欲 と研究への集 中力 を高 めるためだ と思 い

ます。私の場 合は10年間で 3つ の研究室 を移 り歩 きま したが、それぞれ違 った内容 の研究が出来たこと、

それぞれ個性 や研究の進め方の違 う先生 に接 した ことは、その後の私の研究生活 に とつて大変有益で し

た。

皆 さん も、 どうぞ意欲 的に多 くの ことを学 び、多 くの先生や友 人に巡 り会い、それ らを活かす ことに
Li'ら い ■●   =(= ■ん=ゅ| | ■と  お′,   1,1■                  力 1ヽ

よって、将来、皆 さん独 自の研究やイi事を大 きく発展 させていただ きたい と思 い ます。



瞥 學蔀 に は 、 羊機 10年 11宵 境 左 、 51な の

外国人留学生 (「留学」以外の在留資格の者 を含む)

が在籍 しています。ここでは、平成 9年 10月以降に

災撃 しだ雹彗と を澪ピ芥 します。

し  こう

1-事  項

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ― ― ―

いと考えてお ります。

業 熙 響
1 中国

2 大学 院科 目等履修生

4T菌 薫讐圧嵩撃蔭
5 平成 9年 10月

6 文化体験 、交流

7 日味に集稀ξ澪をして4軍過ぎました。日球の

長クをに持する起薄は盟芳礫くなってきました。

この上、様アな募野の進んだ務 と糾衿尋罫術に

魁子されました。人間と矮業ジ災嵩と
)銀'との

簡篠はとても実窃だと慧って、これからの勉強

が楽 しみです。

三階堂 充 アレシャン ドレ

1 ブラジル

2 博士前期課程 1年

3褒 損需絡響J學

4 エザ ン経営大学

5 羊蔑9年11宵(災半導は學嘗i絣究笙)

6 日本語 と英語 のエ ッセ イを読 む こ と、 コ ン ピ

ュー ター

7 私はブラジルから参りました。住んでいたと

ころは仙 台 とす ご く似 てお ります 。趣味 は コ ン

ピューターと読書です。これからも日茉でたく

さん友達 をつ くりたい と思 つてい ます。

ソ 奨 i崖
1 中国

2 学部研 究生

3 iぎ轟談の農碗キ″癬
4 延辺農学 院

5 平成 10年 3月

6 旅行 ,生 け花

7T自 から菜たソ翻Ёと串します。桑たばかり
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1 国籍

2 在籍身分

3 研究テーマ

4 出身学校

5 入学年 月

6 趣 味 ・特技

7 自己紹介

Park

不ト

1

2

3

4

5

6

7

粧 綱 轟 1準

沿岸生物生産システム学

江陵大学

羊蔑9年lo7(ズ撃蒔は筆薯1赫晃首∋

熱帯魚飼育

革面から冨挙しており、現在、継ポ星艦 際

教警滸葬センターの港鴬左錫笙差システム學の

Mlで在學してぉります。私t海がすきで、今、

維の鐙くに蔀皇があり、程盲濾とともに笙笞し

ているので楽 しいです。

Andl Novianto

l イン ドネシア

2腱 繭 轟 1年

3  食糧需給 管理学

4 Ball Statc Univ

5 享茂9年lo宵(実撃蒔は実撃礎排究星,

6 私 は 、 イ ン ドネ シ ア の 国 家 開 発 計 画 庁 の

質株育に10年簡難 してぉり、将にて橿経嘗を

専門としております。このたびお嘗草で、ィン

ドネシアの資催′業についての労発を1晨ピした

¨
士心輌哲口」鯛



ですが、きれいで部かな砧答と言珠笑の親栃さ    鷺業路 と瞥芸花挙蔀だ英享。92準にT業
をなじております。これから譲茉発■の十で    し、間年、討告鷺業耕學院に進勤、JlcAのプロ

査譜穣省:年の讐浮と=緒に育ぱすることがで    ジェクトに基

"tし

た。

き、ほんとうにうれしいと思います。どうぞよ    1998年 、文部省国讐替學■として景i族挙に来
ろ しくお願 い致 します。                ま した。

翌」  媚

1 中国

2 学部研究生

3 鴛差砺お儒遭笈び術土に簡す∠誓発

4 宝鶏大学

5 平成 10年4月

6 卓球 、サ ッカー、音楽

｀     マとして勉強をは じめます。

みなさん、よろ しくお願いいた します。

壁 世 鴇
1 韓 国

2 学部研究生

1 ブラジル

2 大学院研究生

3 酸程生農 にお けるA随 莉冒 書Lそ の軽散讐

4 サ ン ・パ ウロ州立総合大学

5 平成 lo年 4月

6 サ ツカー

興 味 が あ ります 。 大 学 時代 に私 の夢 は 日本 に

留学 す るこ とで した。今 、その夢 が実現 して と

て も充実 してい ます。 これか ら、 日本 でい ろい

ろな ことを学 びたい と思 ってい ます。

Heidary Alizadeh Babak

2 大学院研 究生

3 癸策菫栃詢荷物費に簡する星酬 穣イιttL:

研 究

4 Shahid Challlraln Univ

めに冒朱へ臭ました。琴は宥酬 に其謀をも
って お り、東 北 大 学 で の研 究 を通 じて優 秀 な

研 究者 にな りたい と思 ってい ます。

烏   恩

2 学部研 究生

3 退化草原の植生修復 に関す る研 究

4 内蒙古農牧学 院
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7 これか ら、農産物の流通 に関する研究 をテー    7 日本語 を勉強 しています。 日本の文化 に大変

7 私1ま曇首から響単に菜た習世落です。が采は    5 羊茂10掌6宵

旅行 で 日本文 化 につ い て大 変興味 が あ ります。    6 水泳

琴、事と二緒に住んでいますが、管翻 旨串に    7 イランの画笠の箱錫際推菱齢#発デで震業の

勉習も望笙襲峯絆したぃし、いろいろな慧●ヽ畠も    雰群の任彗を31翠植舎芋った後、簿墨瑳毒出得のた

3 謄1し談の話会シグナリング需脇勤犠省との紺電   1 イラン

生化学的解析

4 東亜大学校

5 平成 lo年 4月

6 旅行

作 りたいです。頑張 ります。

禦
9符

澪
1 中国

2 大学 院研 究生

3憔桑湯鵠易による場寝湾業笈びその丼奨       l Ψ邑

4 西北農業大学

5 平成 10年 4月

6 武術 、登 山

7 1987年 、中国江南農業大学 を卒業。 2年 間の    5 平成 10年10月

鴛業尋蒻『響笈に簡する桂孝の後、写
う
盲苦うと   6 讐集、藉与臭

- 3 -



77は 簡蒙ご富ち渉肇贅でど笏羅計掌の発生を

箔望しており、モンゴル藷と甲百語で話装をし

ています。道イを、あ嶺轟をした討ダ書袂箪質を

修覆するため冒球に多りました。冒球の濃敢

実丼き。尊論を育ゼするほか、頻iドデ療にも

箕謀傑ぃ。

Nguyen Anh TI Van

l ビェ トナム

2 学部研 究生

3 ブドウ球菌の差生するh報撲讐業に輸する

研究

4 ハ ノイ薬科大学

5 平成 10年10月

6 音翼鼻費l棋箇盤賛、排簡を読むこと

7 私 はハ ノ イ薬 科 大 学 を昨 年 卒 業 し、 1年 間

母 校 の 微 生 物 研 究 室 に い ま した 。 そ の 間 、

日本語 も勉 強 しま したが、 まだ うま くあ りませ
びせ| ぶヽつ               くわ   べんき=う

ん。微生物 について もっと詳 しく勉強 してい き

たい と思います。 よろ しくお願い します。

暴 習 慣
1 中国

2 挙割赫発生

3 油脂 の構造が機能 に与 える影響

4 天津軽工業學院
5 平成 lo年10月

7 私1∫箱 からの毬筆と` す。占この射議レベ

ルを嵩くするために、発進な殺裾がある自、

日米に来ました。皆様、どうぞょろしくお願い

いた します。

Park   S I   Bum

本ト  ロ寺 範

1 韓 国

2 特別聴 講学生
｀
(寧蔀)

4 全北大学校 (在籍 中)

5 平成 lo年 10月

6 テニス
わたし  "ん こく     さ   Park sI B,m  もう         いま

7 私 は韓 国 か ら来 た朴 時範 と申 します 。 今 4

軍笙で、賀il実筆に養斌糧寧で菜てぃます。

趣味はテニスと、バンを作ることが寿きです。
い ろい ろな こ とを経験 す るのが大好 きです 。

しI   L an  Q an

李 良 謙

1 中国

2 学部科 目等履修生

3餐 糧暫場1こ簡す=群男

4 軍百祥嵐経営彗扶 掌
5 羊茂10年lo宵

6 スポーツ、讐集
7 みんなで頑張りましょう。贅蓮になりましょ

う
｀
。心 |こ残 る思い出を創 りましょう。

How ader MD Zak「  HOssain

l バ ングラデ シュ

2 大学 院研究生

3 監集遇由輸曽費によるLCAT讐程の協 穣構
4 ダ ッカ大学

5 平成 lo年10月

6誤 響、T案結賛
7 10月 に栄 養 学 講 座 に来 ま した。 ダ ッカ大 学

生 物 科 学 部 生 化 学 の 講 師 です 。 三 条 町 にあ る

轡箪靴 fiんでいます。稲答の特はとても

気 に入 つてい ます。 この よ うな機 会 を与 えて く

ださった東動」契挙ξぎにな訴します。

曇1   場
。

1 中国

2 大学院研 究生

3 mj書の券膨 寧諸赫究
4 中国北京大学

5 平成 lo年10月

7 私 は旅 行 が 好 きで す 。 も し機 会 が あ れ ば 、

日本 のい ろい ろな ところ に行 きたいです。 日本

の文化 と歴 史 を深 く理解 したいです。

Park   Mi   Suk

朴 美 淑

1 韓 国

2 特甜研究学生

3 繕費

"i象

雰解濠禁躍 昔費王撃」赫菱

- 4 -
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4 基iと笑隼緩εピ豪、

5 平成lo年10月

6 音楽鑑賞、旅行

7 これから、芥ギ鍋 究量で1等峯諭Jrし
ます。 1年 間で い ろん な経験 を して帰 ろ うと思

います(旅行、曇験、デ爵 さぃなど)。躍あ

人生の 目標は、いつ も幸せ な生活 をすることで

す。

聖 器
中国

学部研 究生

籍餐話雲耕の星瑾離 に簡すな書発
チチハル医学専門学校

平成 lo年11月

鼈 辮焉 繕突輩とぶ 嬌
(平成 9年 10月～ )

ハ ンガ リー 国 、園芸食 品工 科 大学

平成 10年 6月

ポィスを誓毅揺昇12が 、ア同聯認で

買準蔀笈び鷺挙饒 鷺場を実哉罫商t

′
私1ま、97筆3宵から12宵にかけて、美:i替のたケ‖

研 究員 として、ハ ヮイ大学 に留学 して きま した。ハ

ヮィ笑學は筆主院4為20000天、鞍載貰係;8500災で

構茂されており、十護謝き笑寧(寧笙院笙掲17000

災、鞍機員場:硼災)と筒じ規模の実學です。
1材
が

お 世 話 に な っ た の は 、 sch001 0 f  O c c a n  a n d  E a r t h

Science and Tcchnologyの中 の 、 Hawali lnstitutc of

Gcophysts and planetologyといげ研究所です。この

轡挙の謀送は、通と力|を自進する賢の禁寝濃撼
(塩分や水温など)を、骨に含まれているストロン

チウム(Sr)濃度を計測することによって継楚する

とい うもので した。 たったloヶ月の留 学なので フ イ

ールド研究は無理だとイえ、サンプルを持つていっ

平成10年8月

ヒ霧身娩ど、買筒聯努で菌婁査話生緯実撃を

表試罰当t

平成 10年 9月

栞持修士晃鷺撃蔀員;112の栄挙簡楳薯が、

菌ぶ核讐雲外 で箇当養語生紺実年を装板

訪簡。

o雪 集 :パ採苗笑冒蔓 牡覇 規
(平成 10年11月現在)

羊茂1。窄H宵現在、:終率蔀に注磐す歩耐尺を単
笙(左讐替格が「轡単ゝ 嶋tの署も答む)は、14カ

論51を(うちデ字142)である。これを■身糧揚誦こ

みると、アジア拓後の軍 ■
'ゞ
38懲淳普株の76%)

を占め、なかでも1ギご繕捲を答む)21場(局41%)、

韓菌82(間 16%)と多い。この社の菌・鼈機と

轡革勤 ま茨のとおりである。

イン ドネシア 4名 、プ ラジル 3名 、 ガーナ、バ ン

グラデ シュ、ベ トナム、マ レイシア各 2名 、アルバ

ニア、 イラン、 ウズベ キス タン、チ リ、ハ ンガ リー

各 1名

て実験 す る とい う謀種 に しま した。その ためIII間に

余裕があ り、仙台 に居 る ときには忙 しくてで きなか

った、専 門書 を読 んだ り、文献 を読 んで整理 した り

することができました。図書館が土首を含めて朝か

ら夜中まで開いているというの も、勉:ます るのには

とて も良い環境で した。

ハ ワイ良 い とこ一度 はお いで

ハワイ実學のメインのキャンパスは、オアフ鷺ホ

ノルルにあ リワ イキキのそばです。 ワ イキキは観光

客ばかりで物価が高いのですが、その他の場所は

簡事な桂毛地が多く、非替に適ごしやすぃです。ス

ーパーのダイエーもあり、欲しい場は行でも手に実

- 5 -



ります。また、ワイキキ以外ではだ轟;必後も貞く

安′しヽして暮 らせ ます。

ハ ワイとい えば海。 ビーチは水 自体 はあ ま りきれ

いで はあ りませ んが、気軽 にマ リンスポー ツをす る

こ とがで きます。私 の場 合は教 えて くれ る人がい な

か ったのでサ ー フ インをす るこ とはで きませ んで し

たが、ボデ イーボー ド (ブギーボー ド)を 楽 しんで

い ま した。 とはいえ、マ リンスポーツには安全 な も

=   ■

の はあ りませ んか ら、気 を付 けなければな りませ ん。

私 も何 度 か怪 我 を しま した。 ス ノー ケルで潜 れ ば

簡 単にカメに会 えます。あ とは、 ビーチバ レー。 ビ

ール を飲み なが ら一 日中バ レーをす る とい う夢 の よ

うな生活がで きます。

旨来の寧星員費はゃっばり違つた
ハ ワ イ人 に行 つてみ て 、 大学 生 、院生 の気 質が

日本 とは大 き く異 なってい る こ とが わか りま した。

日本 の学生 に比べ てハ ワイ人の学生 は以下の ような

点が違い ます。

よ く勉強す る。 テキス トや関係書 をよ く読み込

んでい ます。

・あ ま り実 験 は しな い (ハ ワ イ大 だ け か ?)。

目的 を達 成 す るため に必 要最小 限の実験 しか

しない よ うに思 え ま した。 しか し、関連 した

こ とを よ く勉 強 して い るため 、少 ない デー タ

で論 文 を書 き上 げて しまい ます (いい こ とだ

とは思 い ませ んが … )。逆 に言 えば 、 日本 人

学 生 は デ ー タは 多 い の に論 文 が 書 け な い と

言えるで しょう。

教 官 とよ くデ イス カ ッシ ヨンす る。小 さい こ

ろか らの デ イベ ー ト教 育 の影響 もあ るで し ょ

う。 な るべ く口 を開か ない ようにす る 日本 の

学生 とは大違いです。

必ず恋 人がいる.何 故で しょうか ?

入 れ 墨 をす る。 地 べ た に座 る。 髭 を伸 ばす 。

(最近 は 日本 で も多いです ね。)

同性愛者 のサ ー クルがあ る….

見す る と皆非常 に楽 しそ うに大学生活 を送 って

い る よ うで す が 、精 神 的 に落 ち込 ん で しま っ て

不 登 校 に な って しま う学 生 は 少 な くあ りませ ん。

古宋でも磨えていますね。場ξ鋤;場富になればなる

ほど、それに対応で きな くなる人が出て くるのはど

こでも同 じなので しょう。

おわ りに

■募箭1ビ植l・摩讐単新■菫あお銑 ■から「絆面

君 は家族 を連 れ てい くの ?Jと 聞かれ、 「家族 を連

れてい くとご商 も実語あ品

'こ

もな らない し、C｀

の 時 惜〕も削 る こ とに な る し―Jと 答 え た と こ ろ、

「どう して家族 と思 い出 を共有 しないのか い ?Jと

言 われて しまい ま した。実際家内の仕事 の関係 でハ

ワ イに家族 が来 たの は 1ケ 月半程度で したが 、牧野

先生のお っ しゃった とお り、貴重 な時 間 を一緒 に過

ごせ た と思 つてい ます。皆 さん も、 ご家族 と有意義

な時 間 をおll・lご しくだ さい。 日本 で家族 を作 るの も

いいですね。
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